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Calendar　inscribed　on　a　Tea・cup，
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去る十一月19日，私は東京上野の帝室博物館にゆきまレた・すると・第8部

室の陶器室で別圖の様に暦をかいた「三島茶豊田を見ました・『江戸時代・八代

焼。菅野義雄藏』と読明文にあります．

　茶碗は全艦黒色で，白い字でかいてあります．直樫は約10糎です．縁には金

色の葺があります．下は文字の詳細です．陳列棚の中に入ってゐますので，裏

の方は，よくわかりませんでした．全罐の5分の3位です．’下は名箋です．大

抵まちがびのないつもりです．

ゼ八キ六 町聡三燈霊 麿土筆・一＋rサセ
　　　專　八　　　　　　　　え於　　ピ巳　子甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申庚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中

　圓読天文講座の日本天文學史

によりますと，寛保4年は吉宗

が呪具に天文毫を建設せしめた

年ですから，一般にこの頃は天

文堅魚が盛んだつたものと思は

れます．

　然レ，この茶盤は寛保3年に

出來たのだと思ぴますが，如何

でせう．

　私は，今，宇苑を引つばり出

して見ておるところですが，そ

の中に思ひがけなくも次の様な

語が眼に二止りました．
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④みしまぐよみ〔三島暦〕（名）鷹仁・文明の頃，伊豆國三島紳融から作り出し

た假名の野望書の暦，明治以前まで伊豆，相模の二國に限り頒布を許された．

晴みしまで〔三島手〕（名）細かい紋のある高麗曉の陶器．こみ姪、

・やつしろやき〔八代焼〕（名）熊本縣八代郡高田村から産する陶器．髄帆色

の素地に無色の紬藥を施こし，多く白色の象眼がある．高田焼．

　「十方ク、」1は「十方くれ」のことかも知れません。下記の「韻塞」に十方く

れの句が載ってゐます．

　　　　　　　　　　＋．カ　く　お

　　　　てり曇る十方くれのあつさ哉　　 毛　組

　以上の私の記事が何か御参考になれば幸ぴです．ついでに，明治以前に作ら

れた日，月蝕の俳句を御邊りします．

　　　　　　　　　　fi　　　霞虫

　　　　日蝕の日に喰入るや栗の虫　　李　9，；
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　以上は元隷9年刊行の俳書韻塞（俳藷績七部集中の一書）所載の句ですが，

恐らく明治以前の日，月蝕の句はこれ以外にはなV・ものと思はれます．何故か

と云ひますと，子規の松羅玉液（明治29年八月24日の頃）に子規自身の日，月

蝕の句をあげた後，「因に云ふ古人に月蝕の伺は一一二首之を見たり．　日蝕の句

は未だ見しことなし」と云って居りますから．

註：寛保4年は暴馬1744年で，此の歳には下の如き日月蝕があったことが　オ

　ポルツァの書物に載ってゐます（但し，これはグレゴリオ式の太陽暦で，時

　刻は世界痔を用ひてゐます）．

　　　1744年十月6日Oli寺44分　　　　 皆既日蝕

　　　　　（皆配線は北極洋に始まり，べ1リング海を横蜥し，北米の加州沖

　　　　　　にて絡る．日本では，午前中，部分蝕が見えた筈）

　　　1744年四月26日20時29分　　　　部分月蝕　　（蝕分7分2厘）

　　　　　（日本では，27日5時29分に迂り，夜明け前の西室にて，帯蝕とし

　　　　　　て見えた筈）

　　　1744年十月21日12時28分　　　　 部分月食虫　　（蝕分5つ｝7厘）

　　　　　（日本では，2塒28分に誤り・暇そ麺東南の室に見えた筈）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山本生）


